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衆
議
院
議
員
岩
國
哲
人
君
提
出
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
の
再
調
査
お
よ
び
対
北
朝
鮮
経
済
制
裁
措
置
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

北
朝
鮮
と
の
や
り
取
り
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
本
年
八
月
十
一
日
及
び

ら

同
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
日
朝
実
務
者
協
議
に
お
い
て
、
北
朝
鮮
が
行
う
調
査
は
、
拉
致
問
題
の
解
決
に
向
け
た
具
体
的
行

動
を
と
る
た
め
、
す
な
わ
ち
生
存
者
を
発
見
し
帰
国
さ
せ
る
た
め
の
、
拉
致
被
害
者
に
関
す
る
全
面
的
な
調
査
（
以
下
「
調

査
」
と
い
う
。
）
と
な
る
こ
と
や
、
調
査
は
そ
の
権
限
が
与
え
ら
れ
た
北
朝
鮮
の
調
査
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う

。
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
等
を
確
認
し
た
後
、
北
朝
鮮
側
に
対
し
、
早
期
の
委
員
会
の
立
ち
上
げ
及
び
調
査
の
開
始
を

求
め
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

我
が
国
の
対
北
朝
鮮
措
置
は
、
拉
致
、
核
、
ミ
サ
イ
ル
と
い
っ
た
諸
懸
案
に
対
す
る
北
朝
鮮
の
対
応
や
、
六
者
会
合
、
国

際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
等
に
お
け
る
国
際
社
会
の
動
き
等
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
北
朝

鮮
に
よ
る
委
員
会
の
立
ち
上
げ
及
び
調
査
の
開
始
に
合
わ
せ
、
我
が
国
と
し
て
も
、
北
朝
鮮
と
の
間
の
人
的
往
来
及
び
航
空

一



チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
規
制
を
解
除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

二


